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５月１１日ワークショップ及び１６日までに出た意見のまとめ 

 

１ ５月１１日ワークショップ 

テーマ 

 

 

 

ワークショップから見えたキーワード 

◆共助 

・地区全体でとりくみたい 

・自治会を超えた広い範囲での活動をしたい 

◆防災 

・地域で必要なこと 

・まち協としての避難所運営する 

◆多世代のつながり・ネットワーク 

・つながりたい 

・つながりは大事な資源 

・市民全員参加型のネットワークをつくりたい 

◆駅前（商店街）の活性化・にぎわい 

・商店街が寂しい 

・商店街リニューアル 

・駅前に人が集まるスペースづくり 

・駅前にぎわいをつくりたい 

◆若い世代（子育て世代以下）の参加 

・子どもたちに何かしたい 

・子育て世代の交流の場 

・若者と高齢者のコラボ 

・若者に地域のことを知ってほしい 

◆高齢者への支援 

・高齢者の集まる場所をつくりたい 

・高齢者の移動手段がないなどの課題がある 

◆気軽に参加できる仕掛けづくり 

・負担の少ないしかけづくり 

・気がるに地域にかかわる仕組みがほしい 

・参加したら楽しい仕掛けをつくる 

◆次世代につながるまちづくり 

・次の世代につなげられるようなまち協 

・誇れるまちにしたい 

・１００年後の白井を考える 

・持続可能なまちづくり 

・子どもの将来をちゃんとつくっていく 

 

清水口小学校区まちづくり協議会設立準備会になぜ参加したか、協議会でどんなことをし

てみたいか。 
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２ ５月１６日までに出た意見 

◆まちづくり協議会の役割・業務内容 

 ・協議会は地域の情報共有と協働の場であり、地域住民が主体となり実施する様々な活動

を支援する役割を担うと有用ではないか。 

◆夏祭りについて 

 ・今年度の夏祭りは支部会主催となるが、まち協準備会メンバーも準備等に参加できると、 

今後のまち協の活動を具体的に考えることにつながると思う。 

◆自治会との関係性について 

 ・従来の自治会中心の活動を継続していくことは難しいと思う。自治会に加入していない

人をいかに巻き込むかが重要。 

 

 


